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プリズバインドによる治療を受ける
患者さんとそのご家族へ

プリズバインドは、あなたが服用している
プラザキサ（ダビガトラン）の血を固まりにくくする作用（抗凝固作用）を
速やかになくす（中和する）ためのお薬です。

プラザキサ服用中は血が止まりにくい状態になっています。
プリズバインドは、プラザキサ服用中に重大な出血を起こしたり、
骨折などにより緊急の手術が必要になり、血が正常に止まる状態になることが
望まれる場合に投与されます。

プリズバインドは、点滴または注射を用いて
静脈内に投与します。

担当医名医療機関名

投与の目的

投与方法

このお薬を投与することにより､次のようなことが起こる可能性があります｡

プラザキサの抗凝固作用が中和されている
状態では､血栓塞栓症のリスクが高くなる
可能性があります｡

症状：胸の痛み､頭痛､吐き気（血栓ができる
 部位により症状は異なります）

このお薬を投与された後､医師の適切な判
断に基づいてプラザキサなどの抗凝固療法
が再開されます。

ショック､アナフィラキシーを含む過敏症状
があらわれることがあります。

症状：蕁麻疹､胸の痛み､息苦しい、
 血圧の低下 など

このお薬に対する免疫反応

このお薬を異物と認識して排除しようとす
る､“抗体”とよばれるタンパク質が体内で
作り出されることがあります。
一般的に抗体は､お薬の効果やショック､
アナフィラキシーなどを含む過敏症状の
発現に影響を及ぼす可能性があります。

このお薬で治療された後､
気になる症状が認められ
た場合は､直ちに担当医に
お知らせください。
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